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第３章 掛川市の歴史文化の特徴 
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第１章から第２章に記載した本市の自然・社会・歴史及び文化財の概要から、以下のとおり本市の歴

史文化の特徴を示す。 

本市には小笠山を中心とした特徴ある自然環境があり、古代の遺跡は遠江の中でも独自色をみせ、東

西・南北の交通とまちの形成がみられる。戦国時代には有力大名の戦略拠点として城や砦が築かれ、攻

防が繰り広げられた。江戸時代になると、城下のまちを中心に教養が広まり、茶業など生業の伝統を育

み、豊かさを願う祭礼が行われてきた。この７つの事項に関する歴史文化を取り上げる。 

本市は、日本列島のほぼ中央もしくは東海地方の静岡県の中にあり、そのことは歴史文化の特徴にも

当然反映されている。その一方で、国府もしくは県庁所在地や大都市とはちがった環境で育まれた掛川

市らしさも見出すことができる。 

 

 

１. 温暖な気候と小笠山を中心とした自然の歴史文化 

２. 遠江での独自色をみせる古代の歴史文化 

３. 東海道・秋葉街道と日坂・掛川・横須賀のまちの歴史文化 

４. 掛川三城の歴史文化 

５. 二宮金次郎の報徳と教養の歴史文化 

６. 自然の恵みが育む掛川茶と産業の歴史文化 

７. 豊かな暮らしを願う祢里と屋台による祭礼の歴史文化 
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１. 温暖な気候と小笠山を中心とした自然の歴史文化 

本市は、日本列島中央の太平洋側、静岡県西部に位置する。県内各地と同様に温暖な気候であり、北

方の南アルプスから平野を介して南方の遠州灘に至る地形を有するが、本市ではその間に小笠山がある。

この地形の特徴から多彩な自然環境が形成され、それらは今も山々や干潟に見ることができる。 

現在、その多くが自然を学ぶ場や憩いの場として人々に親しまれている。 

 

 

 

 

【１】掛川層群 

北部の丘陵に分布する掛川層群は、200 万年以上前に海底で堆積し

た地層が隆起したものである。300 種類以上の化石を産出することか

ら、地球環境史の学術研究や教育において注目されている。 

 

 

【２】粟ヶ岳 

粟ヶ岳（標高 532ｍ）は、山頂の阿波々神社社叢をはじめ照葉樹林

と夏緑樹林の豊富な樹種・巨木が混生している。現在は茶産地である

とともに、低山ハイキングや富士山・駿河湾から遠州灘まで見渡せる

展望地として人々に親しまれている。 

 

 

 

【３】小笠山 

小笠山は、約 100 万年前の大井川の砂
さ

礫
れき

の地層が隆起した標高 265

ｍの丘陵である。ウバメガシやアカガシの森のほか、浸食しやすく入

り組んだ谷が多く形成され、そこに豊富なシダ植物が温暖湿潤の環境

下で生育している。 

 

 

【４】弁財天川の干潟 

弁財天川が遠州灘に注ぐ河口付近には、広大な干潟が形成されてい

る。そこには、ヨシ、ハマボウなど様々な塩生湿地群落とアナジャコ、

ハクセンシオマネキ等のカニ類が生息する稀少な干潟特有の自然が

保たれている。 

 

  

図 3-1 関連する主な文化財の位置図 
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２. 遠江での独自色をみせる古代の歴史文化 

本市域は、古代の行政区分では東海道の遠江国に属し、奈良時代から平安時代の郡家の存在を示す遺

跡や国府などに焼き物を供給していた窯跡群が発見されている。 

一方、国づくりはそれ以前から地域を治める有力者を中心に進められており、遠江の地域でも後に国

府が置かれる磐田市域を中心に、ヤマト王権と同じ特徴を持つ前方後円墳や横穴式石室の首長墓が築造

されている。しかし、その東側に位置する本市では、前方後円墳の首長墓に在地色の強い埴輪を並べた

り、横穴式石室ではなく横穴墓が普及して首長墓にも採用したりといった、他の地域とは異なる独自色

がみられる。 
 

 

【１】和田岡古墳群 

国指定史跡である和田岡古墳群は、５世紀代を中心とした前方後円

墳 4基と大型円墳 1基からなり、ヤマト王権との関係を示す甲冑など

の副葬品をもつ首長墓系譜として評価できる。しかし、王墓の前方後

円墳に比べて前方部は短く、在地色の強い独自の形状や埴輪を樹立す

るといった特徴もある。 

 

【２】六ノ坪遺跡 

六ノ坪遺跡では、奈良時代から平安時代までの建物跡 37 棟が発見

されている。建物跡は整然と並び、奈良二彩
にさい

や奈良三彩、「寺」と墨で

書かれた土器、瓦が出土している。しかし、建物の配置は官衙的であ

り、東海道に近い交通上の要所に位置する郡家に関わる重要な施設が

あったと考えられる。 

 

【３】市役所周辺の横穴墓 

６世紀以降の古墳の埋葬施設は、全国的に横穴式石室が広く普及す

るが、本市では横穴墓の方が普及する。とくに、市役所周辺に集中す

る首長墓４基のうち３基が横穴墓、１基は横穴式木室の古墳であり、

最上位の首長墓が横穴墓である点が特徴的である。墓室は大きく、飾

大刀や金銅装馬具など豊富な副葬品を持つ。 

 

【４】清ヶ谷古窯跡 

清ヶ谷
せ い が や

古窯跡
こ よ う し

群は、小笠山に形成された谷に分布する窯跡群であり、

50～100 基が分布すると推測されている。古墳時代に操業が始まり、

奈良時代には遠江国分寺
とおとうみこくぶんじ

の瓦を焼き、また平安時代まで遠江国府や

郡家で用いる須恵器や灰釉陶器を生産するなど、東 遠 江
ひがしとおとうみ

の窯業地帯

として栄えた。 

 

図 3-2 関連する主な文化財の位置図 



 

79 

 

第
３
章 

３. 東海道・秋葉街道と日坂・掛川・横須賀のまちの歴史文化 

本市では、近世までに東西方向をつなぐ東海道と横須賀街道、南北を結ぶ秋葉街道などが整備されて

きた。これら街道沿いには、拠点となる宿場が置かれ、それらを中心に日坂、掛川、横須賀といった宿

場町や城下町がつくられた。それぞれの地域には、往時の面影が残っている。 

街道は年貢米や塩の輸送に活かされ、沿道のまちの経済を支えた。また、旅人が行き交い、峠越えの

難所である小夜の中山道は、古代より歌に詠まれた。塩の道でもあった秋葉街道は、人々の信仰を集め

た秋葉山に詣でる道として発展した。 

 

【１】東海道 

東海道は、古代より整備された関西と関東を結ぶ幹線道路であり、

そのうち 16 ㎞が本市域を通っていた。市域西端の原川には、松並木

が 100ｍにわたり良好に残されている。一方の東端には峠越えの難所

である小夜の中山道があり、古代より歌枕として古今集や西行法師の

歌に詠まれている。 

 

【２】掛川宿 

掛川宿は、東海道五十三次の 26 番目の宿場である。城郭の南東に

大手門を設けて東海道の宿場町とつなげている。その門前に宿場の町

家が並んでいた。掛川 13 町といわれる町が形成され、現在も町名が

残っている。 

 

【３】日坂宿 

日坂宿は、東海道五十三次の 25 番目の宿場である。小夜の中山の

東側を流れる大井川の川止めにより宿泊する旅人が多く、宿として栄

えた。名物である 蕨
わらび

餅
もち

は、林
はやし

羅
ら

山
ざん

の「丙
へい

辰
しん

紀
き

行
こう

」にも取り上げられ

ている。旅籠屋の川坂屋をはじめとした町並みは、地域の住民により

保存・活用されてきた。 

 

【４】秋葉街道 

秋葉街道は、相良湊から秋葉山へ続く道として整備された。秋葉山

は、火防や武運長久を求め広く信仰を集めた。今も街道沿いの各所に

秋葉山常夜燈が残り、掛川宿から分かれる大池橋のそばには、鳥居と

遠くから拝む遙拝所が建つ。この道は、古来より塩を運んだ道でもあ

り、塩の道とも呼ばれている。 

 

【５】横須賀街道 

遠州灘沿いでは、横須賀城を中心に形成された城下町を起点として、

東海道の宿場に通じる道、駿河湾の相良湊に通じる道、天竜川河口の

掛塚湊に通じる道などが開けていた。これらを総称して横須賀街道と

呼んでいる。 

 

【６】横須賀宿 

横須賀宿は、横須賀城の城郭から東に向かって細長く伸びている。 

【４】秋葉街道 

図 3-3 関連する主な文化財の位置図 
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４. 掛川三城の歴史文化 

戦国時代の市域は、駿河の今川氏、甲斐
か い

の武田氏、三河
み か わ

の徳川氏といった有力な大名に囲まれ、各大

名の戦略拠点として掛川城、高天神城、横須賀城をはじめとする城や砦が築かれ、攻防が繰り広げられ

た。太平の世になると、掛川城は掛川藩、横須賀城は横須賀藩の中心として、城下町とともに整備され、

地域の政治・経済、文化の拠点を担った。 

現在、この 3つの城跡は、「掛川三城」と銘打たれ、地域のシンボルとして親しまれている。 

 

 

【１】掛川古城 

15 世紀後半に今川氏の遠江支配の拠点として掛川古城が築かれ、

16世紀前半には南西の竜頭山（現在の掛川城の位置）に新城が築かれ

た。桶狭間合戦の後に今川氏の力が低下していく中で、徳川家康は掛

川城の周囲に十数に及ぶ砦を築いて包囲する。今川氏
うじ

真
ざね

は籠城するも

和議により明け渡した。 

 

【２】掛川城と城下町 

山内一豊は、石垣を築き、堀を巡らす惣 構
そうがまえ

の普請を行い、城の整

備を行った。譜代大名が藩主となり、安定した藩政が行われた。城下

町と宿場が一体となっている。嘉永 7 年(1854)の大地震により天守、

御殿、太鼓櫓等が損壊し、御殿、太鼓櫓の一部を除き、再建されずに

明治維新を迎え、明治２年（1869）廃城となった。 

 

【３】横須賀城 

徳川家康は、高天神城を落とすと廃城とし、湊を抑える横須賀城を

地域支配の拠点とした。それ以降、横須賀城に渡瀬
わたせ

繁
しげ

詮
あき

が入り、天守、

石垣など近世城郭の基礎と城下町の整備を進めた。その後、松平
まつだいら

氏の

他、譜代大名である本多
ほんだ

、西尾氏らが藩主となっている。嘉永の大地

震により大きな被害を受けている。明治維新後、明治６年（1873）に

は、建物が解体され払い下げとなっている。 

 

【４】横須賀城下町 

横須賀城下町の整備は、２代城主大須賀
お お す か

忠
ただ

政
まさ

から始められた。侍町

を坂下ノ谷
さかしたのや

や石津
いしづ

とし、町人のために町割りを定めた。町家を普請す

る者には、奥行 16 間、間口は望み次第の地所と材木を与え、年貢諸

役を免除した。湊町として栄えたが、宝永 4年（1707）の大地震によ

り湊の機能を失うと、陸上交通の起点となった。現在も江戸時代末の

町並みを残している。 

 

【５】高天神城 

「高天神城を制する者は遠江を制す」と言わせるほどの難攻不落の

山城で、武田氏と徳川氏による激しい争奪戦が繰り広げられた。天正

２年（1574）に武田勝頼
かつより

の攻撃により武田氏の城となる。徳川家康は、

高天神城の周囲に高天神城六砦と称される砦群を築いて包囲し、天正

9年（1581）７年に及ぶ戦いの末に落城させた。その後、家康は高天

神城を廃城としている。 

図 3-4 関連する主な文化財の位置図 
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５. 二宮金次郎の報徳と教養の歴史文化 

江戸時代に困窮した村々を救うため、二宮尊徳（金
きん

次郎
じ ろ う

）の報徳の教えを豪農岡田佐平治、良一郎親

子等が学び、広げた。村々には報徳社が組織され、ため池の整備などにより農業改善が図られた。教え

は、商人にも広がり、地域振興や藩校の設立にもつながった。掛川藩校は「徳造書院（後の教養館）」と

称し、日本において最初に「教養」という言葉が使われた。藩士以外の身分の者も学ぶことが許され、

文武だけでなく礼儀が重んじられた。ともに価値を認め合い、広く知識を持ち暮らしていこうとする市

民の意識の源がここにある。 

現在、全小学校 22 校と中学校４校などに二宮金次郎像が立ち、小中学校では「かけがわ道徳」とし

て報徳の教えを学ぶ。この教えは、JR東海道新幹線掛川駅の設置や掛川城天守閣の復元、掛川駅木造駅

舎保存活動などに見られる市民の活動など、自分の人生を豊かにし、わが町をより良くする生涯学習運

動につながっている。 

 

【１】松ヶ岡（旧山﨑家住宅） 

松ヶ岡（旧山﨑家住宅）は、掛川藩の豪商山﨑家によって建てられ

た。山﨑家は、掛川藩校「教養館」の設立、新田開発、東海道線誘致

や森掛川馬車鉄道といった交通整備、掛川銀行の設立などに尽力し、

掛川の近代化を支えた。こうした歴史に対する市民の思いが、松ヶ岡

の保存運動や文化活動につながっている。 

 

【２】竹の丸（旧松本家住宅） 

掛川城内の竹の丸（旧松本家住宅）は、掛川の町を一望できる段丘

の先端に位置する。松本家は葛布問屋を営み、山﨑家同様、江戸時代

から明治時代にかけて商人として掛川藩、掛川町を支え、また報徳運

動に協力した。 

 

【３】大日本報徳社 

岡田佐平治、良一郎親子により報徳を広める活動が盛んであった掛

川は、全国の活動の中心となり、明治 44年（1911）大日本報徳社が

開設された。「至誠」、「勤労」、「分度」、「推譲」の教えは、農村の救済

だけでなく経済界にも影響を与え、現在もその教えは引き継がれてい

る。 

 

【４】鈴木家 

伊達方にある鈴木家は、江戸時代初期から続く大庄屋で、掛川藩の

御用達を勤めた。鈴木家当主鈴木理一郎
りいちろう

は、初代掛川市長として水道

事業、河川改修、道路整備、総合病院の建設などに尽力している。大

日本報徳社の顧問として、報徳を広める活動にも力を注いだ。 

 
 

【５】清水邸庭園 

「静岡県みずべ百選」に選出された清水邸庭園は、江戸時代中期に

廻船
かいせん

問屋を営み、横須賀藩の御用達を勤めた清水家の庭園である。清

水孝一郎
こういちろう

は、岡田良一郎が設立した私塾「冀北学舎」で３年間学んだ

後、自宅を郵便局舎として人々の生活を支えた。 

 

図 3-5 関連する主な文化財の位置図 
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６. 自然の恵みが育む掛川茶と産業の歴史文化 

本市は温暖な気候で低山に囲まれているが、小規模な河川しかないことから、水田を潤す水資源の確

保が大きな課題であった。江戸時代には、ため池を多く整備して困窮していた村々の農業改善を図った。

また、掛川茶を代表として、地域の自然環境を活かした特産品の生産や伝統的な製法による商品の製造

が各地で行われてきた。本市には、ここでしかない名品がバラエティー豊かにそろっている。 

 

 

【１】ため池 

市域には多くの河川があるものの、川幅は狭く水量も少ない。その

ため、日照りが続くと水不足に見舞われ、村々で争いが起こることも

あった。そのため、江戸時代から各村々でため池を築造した。ため池

築造にあたっては、村人の労力、資金の拠出だけでなく、掛川藩も造

成費を援助している。226 のため池のうち 4割が江戸時代に築造され

たものである。 

 

【２】茶草場農業 

本市の茶の栽培は天正年間に始まったとされる。全国有数の産地で、

全国茶品評会では産地賞を全国最多の通算 25 回受賞している。また、

刈り取ったススキやササなどを畝間に敷く「静岡の茶草場農法」は、

自然環境に優しく貴重な野生動植物と共生する農法であり、世界農業

遺産に認定されている。 

 

【３】葛布 

葛飾北斎による東海道五十三次の掛川宿には、葛布を扱う商店が描

かれている。葛布は、掛川藩の特産品であり、武士の裃や合羽として

諸国へ流通していた。近代になると高級な 襖
ふすま

地として利用され、現

在はバッグ、財布といった工芸品の材料となっている。 

 

 

【４】さしすせそ 

横須賀街道沿いでは、基本調味料「さしすせそ」の五種が昔ながら

の製法で作られている。江戸時代に伝わったサトウキビ栽培と製法に

よる砂糖、遠州灘の海水を煮詰め天日干しでつくる塩、酒粕を原料と

して醸造したまろやかな酢、国産大豆から木桶仕込みで製造する醤油、

国産原材料で製造する味噌がある。 

 

 

【５】銘酒 

高天神城跡の取水施設より仕込みの水を運び入れて酒造りをして

いる「開運」、小笠山の伏流水を使用した「葵天下」は、どちらもこだ

わりの製法で作られた銘酒である。 

図 3-6 関連する主な文化財の位置図 
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７. 豊かな暮らしを願う祢里と屋台による祭礼の歴史文化 

本市では多くのまちで、平穏と繁栄を祈り、感謝する祭礼が行われている。その多くは、江戸時代か

ら宿場や城下である日坂・掛川・横須賀に始まり、次第にその他の地域にもそれぞれ伝わったものであ

る。春の祭礼では、一年の豊作や疫病を防ぐことを願い、秋の祭礼では、農作物の収穫に感謝し、地域

が一つとなり祭礼を行っている。 

本市では、華やかで大きな屋台や祢里もしくは山車を大人数で曳き回し行うことが特徴的である。祭

礼をとおして住民の交流を深め、そこに暮らす幸せを感じ、歴史あるまちの伝統と誇りを次世代につな

いでいる。 

 

 

【１】掛川祭 

毎年 10 月に行われる掛川祭には、7 神社（龍尾神社、神明宮
しんめいぐう

、利
とし

神社、池辺
いけべ

神社、白山
はくさん

神社、津島
つしま

神社、貴船
きふね

神社）の 41 町の氏子が

参加する。2輪の屋台の曳き回し、「瓦町のかんからまち」、「仁藤
にとう

の大
おお

獅
じ

子
し

」、「西町
にしまち

の奴 道 中
やっこどうちゅう

」の三大余興、花柳
はなやぎ

文化の色合いが残る各町

の手踊りが特色である。 

 

 

【２】事任八幡宮例大祭 

事任八幡宮例大祭は、日坂宿の西外れに建つ事任八幡宮の祭礼で９

月に行われる。神輿
みこし

は地区を巡行し、朝顔屋台という２輪の屋台が神

輿渡御
とぎょ

のお伴として曳き回される。宿場町を中心に豊穣を感謝する祭

りとして、厳かに、時には荒々しく勇壮に、賑やかに繰り広げられる。 

 

 

 

【３】三熊野神社大祭 

三熊野神社大祭は、４月初旬に行われる。祭りは、神輿渡御、地固

め舞、田遊び、神
み

子
こ

抱
だ

き神事に付随する祢里の曳き回しにより構成さ

れている。祢里は、江戸時代の古い形式を残し、その上で披露される

三社祭礼囃子は、江戸時代中期の参勤交代の折に習ったものを原型と

して、横須賀独自の形になっている。13町の祢里が境内に揃う千秋楽

は見る者を圧倒する。 

 

【４】八坂神社の祇園祭 

八坂神社の祇園祭は、神社から青
あお

谷
や

と呼ばれる元宮に御神体が里帰

りする神輿渡御である。９月最終日曜日に神輿が青谷の御仮屋
お か り や

へ渡御

し、翌週土曜日に各区の山車が町内を練って御仮屋へ参詣し、祈祷を

受ける。翌日の本祭りでは神輿は神社へ還御し、山車がお伴をする。

伝統が色濃く残る古式の祭礼である。 

 

【５】その他各地の祭礼 

その他にも、高天神社の例大祭、小笠神社の矢矧祭、垂木の祇園祭、

子どもたちによる送り神行事と様々な祭礼が地域で受け継がれ、行わ

れている。 

 

図 3-7 関連する主な文化財の位置図 
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